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§１．研究成果の概要   

 

本研究は，機械が出力することば（例：機械翻訳）が正しく意味を伝達できるかを正確に評価す

る仕組みの確立を目指したものである。2019 年度の成果は以下の通り。 

 

 

BLEU 

(標準的

手法) 

従来法 
(原文情報

なし) 

提案法 

0.484 0.741 0.771 

2019 年度 

実績報告書 

否定がなくて 
意味が逆に… 

機械翻訳 

…互いに接
触しない… 

… so as to be 
in connect with 
each other … 

（互いに 
接触して…） 

人手評価 

自動評価 

【人手評価基準の整備】 
翻訳人手評価データセットの作成 
日英翻訳データ （2,000 文） 
複数言語から英語への翻訳データ （約 9,000 文） 

人手評価データセット 

入力 
 

【自動評価手法の確立】 
大規模言語横断言語モデルと
原言語側情報の活用による 
高精度な機械翻訳評価手法 

  

独自評価基準 
（重大な誤りに着目） 

-0.95 
翻訳結果 

正解訳 

原文 

人間の評価値との一致度 (相関係数) 


